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講師：ケンタロウオノ氏（前キリバス共和国名誉領事・大使顧問）

 

平成 30年 10 月 30 日、英語科生徒（1-3 年）が参加して英語科講演会が行われました。講師は、かつて仙台東高に在籍してい

た方で、英語による講演会でした。「地球温暖化」という言葉は様々な授業で耳にしますが、キリバスの現状を聴き、深刻な現実の

問題だということを知りました。「自分達に何ができるか」「何かをしなければ！」と痛感した生徒も多かったようです。 

   

 

------ 講演後の感想 ----- 

１年男子：今日の話を聞き、普段の何気ない生活がキリバス存亡の危機に関わっているのだと思った。世界のため、キリバスのた

めに何ができるかを考え実行へ移していきたい。また、強い意志があれば希望となって叶うのだと思った。･･･ 

１年女子：英語科ということもあり、海外の話を聞くことができたことがとても嬉しく、貴重な体験になりました。オノさんがキ

リバスにいくと決意し実際に行った年齢は、今の私と同じ年齢なのでびっくりしました。今、私は将来が決まっていな

くて焦っていましたが、なぜか少し安心しました。･･･他国の影響を受けキリバスが危険な状態にあると聞いて、理不尽

さ悲しさを感じました。日本は自由な国だからこそ、他国や世界についてもっと考えるべきだと思いました。 

２年男子：地球温暖化の影響でこんなにも被害を受けている国があるという現状を知り、とても驚きました。・・・今回のオノさん

のお話しを聞いて少し焦りました。「自分は夜にゲームとか YouTube を見ている暇があるのか？」と思いました。私は

今進学先に迷っています。今回の講演で地球温暖化を食い止める人物になりたいと思いました。・・・ 

２年女子：高校１年生で「キリバスに行く」と決断して、本当に行ってしまうなんて私にはとてもできません。でも、お話しの中

で少しだけ「私にも大きな決断と行動ができるのかな」と思うようになりました。今日の２時間は私にとってとてもす

てきな時間になりました。 

３年男子：地球温暖化という問題が自分に深く関わっているということを知りませんでした。今日キリバスの話を聞いて、行って

みたくなりました。自分の日頃から環境問題のことを意識しながら生活していこうと思いました。 

３年女子：15 歳の時自分のやりたいことを見つけて行動を起こす意志の強さにとても憧れました。キリバスという国が存在するこ

とも、日本が関わりを持っていることも知らなかったけど、ケンタロウさんのお話しを聞いて興味を持ちました。キリ

バスはすごく二酸化炭素の排出量が少ない国で、日本はとても多い国なのに、キリバスの人々は地球温暖化の影響を大

きく受けていて、私達が日本で平和に暮らせているのはおかしいと感じました。･･･自分達に出来ることを探し、一人一

人が意識して取り組めるよう努力していきたいと思いました。
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